
図 2 研究活動が推進されることの重要性に対する認識の推移（4 ヶ月ごと） 

 

注：1) 図 1 の注意書きに同じ。 

  2) 2009 年 12 月～2010 年 2 月は 3 か月分、2011 年 11 月～12 月は 2 か月分の調査結果を用いて当該期間の平均値を算出している。 
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平均点

1位 創造性の豊かな優れた研究者

の育成

(トータル平均3.86点)

2位 社会や経済活動に革新をもた

らすような研究成果の実用化

(トータル平均3.83点)

3位 大学等における研究や教育へ

の積極的な支援

(トータル平均3.71点)

4位 社会的・政策的な課題を解決

するために国や公的機関が行う研

究開発

(トータル平均3.65点)
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